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(i))黒鉛化過程 1.r)日ur'C以 卜の温度域における:i次 元規L~冊隼のl一冊Elt結晶成長を伴う物理的変化o
















重量減少を引起 し形状も縮小する｡ しか し,細胞の配列や細胞間の相対的な配置'-.には変化がみられな
い(｢細胞軒o})鮒 こが均 一に変化 し,細胞間の相対的な配LE]･_l_が変わらないためllJ'1日'(〕細胞の配列や細胞


















%構成 重合の特徴 役 割
セルロース 45-50 直鎖状分子結晶性 骨格
ヘ ミセルロース 20-25 枝分状分子無定形 マ トリックス
リグニン 20-30 三次元分子 マ トリックス
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表L) 木材の炭化過程と現象変化
変換過程 温度範囲 鮎牧夫状態における現象変化













電極 加圧フォーミング-.ゆt L∫ 電極畠 電極+1
図 L) 直接急速炭火装置 (プラズマ ン円型) と原理図
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価 :熱による木質サイエンス


















































たマ トリックスがセルロースフ ィブリルの構方向の動 きを[い日限し,際限なく結晶が成長することを防い
でいると考えられている(､ ミクロフイブ1)ルは頂料,i_相性の方法および脱l)ダニン化の程度によって,
そo)帽に分布があることが,木村および V`11日liこlセルロースについての HLlr･こl(l`lおよび rl｡t｡の研
究｣(',スプルースセルロースについての ド(二1㌢,1の研究L'7)ぉよび紬 カラムシ,藻そしてバクテリアセ
ルロースについての Bo中 川､と H(-1'Llrlの研究JH'L二より明らかになった 怯 :汗 ､
では,炭化によって ミクロフィブリルはどのような変化を受けるのか ?
7.木炭車に観察されたタマネギ状炭素粒体と炭化ミクロフィブリル-'り
スギ (CJ_･)/.'/,"')…′lJ,1/,,′‖川 1).r)()l)からIL描 形の試験体 を切 L')だ し,木炭の悼料 としたC,密閉式の実
験室川炭化炉を用いて空気を遮断 した状態で 70日('(㌔ 30分間加熱 した｡その後室if】-[ほ で自然冷却 したrl













ンの(J川棚こを見出した (図 二日o試料台を傾けることで糾 ;j',二)′-がほぼ球状 ということを確認することが
で きた(.タマネギ型フラーレンでは,中心にフラーレンC(,.が存在する(,本実験で観察 された (晶 の
は L-)-(う▲Ltで, 黒鉛の面間隔 (3.1.㌔)と比較すると大きいし､
--定の角度で配向する炭化 ミクロフイブ'りルを親祭し,炭化 ミクロフ ィブリルを叶い‖川む領域にタマ
の什方に墨徴がある,. 一次酢 十では ミクUフ イフT)ルはゆるく重なり合い, また,ランダムに配向して









炭化 ミクロフィブリル内の微細構造はランダム構造を示すが,これは,炭化 ミクロフィブリルを取 り
図4 炭素化過程で生じるタマネギ状粒体のモデル図
(E･.エレメンタリー ミクロフィブリル ;H ‥ヘ ミセルロース ;M
ミクロフィブ リル ;IJ:リグニン;0‥タマ ネギ型 フラーレン
R:ランダム構造)｡
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囲む領域の微細構造とは明らかに異なるく-,タマネギ状粒体の見られる神域近 くに親祭 された炭化 ミクロ
フィブリルのf綱 目構造のモデル図を,rHILql｡1等のモデル図川 を参考にして図 日二示す(一丈日 のモデル
によると,炭化 ミクロフィブリルを1附 日用む領域にリグニンが多く含まれている｡-′邪魔 もの扱いされて
きたリグニンが有用物質に変換 される可能件がある(｡
8.お わ り に
親 しい木質1舶 こlの開発のためには,教科苦や新着論文から離れ木質を原点から見直すということがど
うしても必要と考える{二.地 味で原始的で目二立たない行動なのでかなりの勇気が必要だが,これが未来へ
つながる大きな ･歩となる｡木質は,金属,セラ ミックス,プラスチ ックといった月利を1,1Jl-J化 した件
賞をもったたいへん調和のとれた桐料,今日の最先端分野で使われている稜合材利のお手本となってい
るI:木村というと 竹 美 し､過去の桐利IL』といったイメージがあるようだが,木材ほど大きなポテンシャ
というノ?'判 を学んだ若 手 ITjf究者は,粟は新 しい利料問発に最も近い場所にいる〔〕後は,今いる場所から
他'jjL野に 一肌】作みlLf',すかどうか(､木質を個 人の責任で総合Fr机二とらえていく姿勢が求められる｢メ
親 しい ･歩を踏み出すには,教科書で教えられてきた知識を 一度拾てる必要がある｢.例 えば ｢燃え
る,腐る,狂う｣ といった木材の :う大欠点といわれているものが,人工的に作られた他材利にみられな
い大きな長所だと認識することが, 来来志向の材料卜甘発につながるっ｢木賞の進歩と調和｣ ということ
を材料科学の分野で進めれば,親しい木質材料の開発 と自然環境 との調和に結 びつ く｡,木賃は人類を
救 って くれる村料 として.未来にわたって使われ続ける,.そのときのキーワー ドは ｢進歩と調和｣｢.こ
の世で最も調和のとれた材料一木質に対 して林就学で拾った牛物的,化学 的,物理的なものの考え方を,
広､)㍉L､をもって木質以外の他材料にも目を向けることによって,環境にも配 慮 した最先端の材利科 学の
進歩-に貢献 で きるだろう
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